
  
 
 
 
 



 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

9月 8日（金） 9月 9日（土） 9月 10日（日） 9月 11日（月） 
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朝食 

  プレミーティング企画  テーマ講演② グループ発表 

 自主ゼミ①  藤原志帆子 氏 閉会礼拝 

 昼食  昼食 昼食 

シニア受付 

テーマ講演① 

 聖書研究 解散 

学生受付・開会礼拝 西川晶子 氏  

テーマ解題 伊藤公雄 氏  自主ゼミ②  

夕食 夕食  夕食 ※引き続き第 4回全国学生 

グループディスカッション グループディスカッション

 

 グループディスカッション ＹＭＣＡ代表者会議を行い 

プログラム報告・交流会 プログラム報告・交流会   ます。（該当者のみ） 

スケジュール♪♫ 

※プログラムの内容は変更になる可能性があります。 
※今回は 9/8(金)～9/9(土)午前は現役学生ＹＭＣＡメンバーのためのプログラムになります（シニアもオブザーバーとして参加ができます） 

 皆さん、こんにちは！！毎年、全国各地から 100 名近い参加者が集まる、全国学生 YMCA の夏の一大プログラムと
いえば、何でしょう？それは夏期ゼミナールです！そこには、学生 YMCAにつながる多種多様な人たちとのたくさんの
出会いがあります。普段話したり考えたりすることのなかった社会の課題や多様な価値観に触れる中で、時に共感し、
時にぶつかり合う。そして、共に学び、共に成長できる。私にとって夏期ゼミとは、自分の「視点」・「世界」を広げる
ことのできる、年に一度の貴重な場所です。 
 
 今年の夏期ゼミでは、「視点を変えてミルミルミエル新世界～わたしがあなたになったら～」というテーマの下、ジ
ェンダーや性産業といった社会問題を切り口に、「視点を変えること」や「他者と出会うこと」について考えてみたい
と思います。 
 昨年の夏期ゼミナールで私たちは自分や他者の「生きづらさ」の原因について考えました。そこでは、私たちは自分
や他者を「キャラ化」して捉えることで、不安定な人間関係を固定し安心を得ている一方で、それにより偏見が生まれ
たり、特定の人たちを排除したりしてしまうことに気づきました。「私とあの人は違う世界にいる、だから関係ない」
という無意識の壁が生まれているのです。 
私たちは問題を抱え困っている「あなた/だれか」に思いを馳せるとき、その問題を自分と違う世界の問題として見

てしまってはいないでしょうか。ジェンダーやセクシュアリティによる差別や偏見に苦しむ人たち、性産業に従事また
は巻き込まれる人たち、障がいを持つ人たち、路上での生活を強いられる人たち、貧困家庭で産まれ生きる子どもたち、
予期せぬ津波や地震で被災された人たち……。そこで私たちは、「自分がしてあげられることは何か」と自分中心の上
から目線の考えをしてしまったり、「私には関係ない」と傍観者になってしまったりすることはないでしょうか。言い
換えれば、そんな「あなた/だれか」を知ろうとしない、分かろうとしない、できない、したくない姿勢すらあるのか
もしれません。けれど、私たちはある時とつぜんそれらの被害者・当事者になったり、そして時には無意識のうちに偏
見や差別の加害者・当事者にもなり得る存在なのではないでしょうか。「わたし」は「あなた/だれか」になり得るし、
「あなた/だれか」はもしかしたら「わたし」かもしれません。 
 
今年の夏期ゼミで、私たちと一緒に、「視点を変えて」、「あなた/だれか」の立場に立って考えてみる。そうすること

で見えてくるつながりもあるのではないでしょうか。 「視点を変えてみる」。そうすれば「みるみる」 
うちに「見る」「見える」はずの「新世界」。それはいったいどんなものなのか。どんな出会いなのか。 
そして、私たち自身がどのような「新世界」を作っていきたいのか。３泊４日のプログラムを通して、 
全国の学生 YMCAの仲間たちと共に学び、共に考えてはみませんか？皆さまのご参加をお待ちして 
おります！ 

第 45回全国学生ＹＭＣＡ夏期ゼミナール運営委員長         
 栗原梨紗（立教大学ＹＭＣＡ2年・らんらん）       

☆夏期ゼミ運営委員長より☆ 

皆で視点を変えてみよう！ プログラム担当委員：宮内蒼也 
（中央大学 YMCA2年・そーやん） 
 

広報記録担当：岸本悠佑 
（北海道大学 YMCA３年・キッシー） 
 



 

    1951年、埼玉県生まれ。京都大学名誉教授。現京都産業大学現代社会学部教授。専門は社会学・
ジェンダー論。約 40年にわたる「男性学」の研究で知られている。私たちの政治や社会が男性の視点を基準
として成立していることを指摘し、男性たちが「支配的」であらねばならないとする近代社会の分析を通して、
そこで＜男らしさ＞を持たねばならない男性の脆さと危険性を内側から研究している。女性の社会進出や権利
といったジェンダー論のテーマについて、男性の視点から、男性自身の問題点を提起している。 
著書：『「男女共同参画」が問いかけるもの』インパクト出版会（2009）『ジェンダーで学ぶ社会学』(世界思想社、2006

年）『「男らしさ」という神話』NHK 出版（2003）、『男性学入門』作品社（1996、1997 年に韓国語翻訳） 

●テーマ講演①講師：伊藤公雄 氏 

視点を変える 

「男らしさ」って何？ 
男は働き、女は家事？ 
伝統ってなんだろう？ 

         1981 年、北海道生まれ。ＮPＯ法人 人身取引被害者サポートセンターライトハウス代表。米
国の大学卒業後、NPOポラリスプロジェクト（ワシントン D.C.）で人身取引（売買春・労働搾取・幼児ポル
ノなど）撲滅活動に尽力。帰国後、2004年に現在代表を務める被害者支援団体を設立した。NPOでは代表と
して、相談員スタッフ・ボランティアと共に、被害相談者へのメールや面談での支援や、弁護士や警察の紹介、
広報・アドボカシー（政策提言）活動に携わる。近年の相談業務では、出演させられた AV や SNS 等のやり
とりからネットに拡散された画像・動画の削除支援の割合が大きな比重を占めている。悩み、迷い、恐怖の中
で SOSのサインを出している人の元へ赴き、寄り添う支援を展開している。 

●テーマ講演②講師：藤原志帆子 氏 

      熊本県にある、福音ルーテル室園教会の牧師。熊本市の西の端、海沿いで生まれ育つ。小学生
の時に初めて教会へ。大学では教育学を専攻。卒業後、こどもの療育施設で言語聴覚士として、また中学校教
師として働いていた折、回心体験をし、子どもや保護者との関わりの中から、牧師になることを決心。2006
年から牧師として働く。近年は熊本大学 YMCA花陵会や九州ルーテル学院大学 YMCAの学生たちと、聖書研
究や交流を続けている。好きなことは、お祭り&星を見ること。性格は、のんびり・ゆっくり・うっかり。 

●聖書研究講師：西川晶子 氏 

視点を変える 

「愛」ってなんだ？ 
聖書を読んで語って、 
他の人の視点に 
出会える…？ 

講師紹介！！ 

 

★自主ゼミ（9/9午前・9/10午後）発題者募集！★ 
「自主ゼミナール」（通称「自主ゼミ」）は、各自の活動や問題意識からテーマを選定し

行う、少人数ゼミです。発題（発表）をもとに、じっくりと語り合う場が揃っています。 

「この問題について多くの人に知ってもらいたい」「同じ話題に関心がある人ととことん語り

たい！」「あのプログラムの学びを多くの人と分かち合いたい」といった思いのある、 

皆さんの発題をお待ちしています！発題を担当したい方への詳細は、 

後日学生ＹＭＣＡメーリングリストにてご案内いたします。 

 

★グループディスカッションについて★ 
夏期ゼミでは毎晩グループディスカッションの時間が

あります。毎晩同じグループ（ホームグループ）で

お互いが感じたことや考えたことをじっくり分かち合

い、一人でなく「共に学ぶこと」を大切にして 

います。初めての人でも安心して参加できるよ 

うに、様々な準備をしてお待ちしています！ 

視点を変える 

売春・性被害は自己責任？ 
加害者ってどんな人？ 
現場の支援者の思いは？ 

講師担当委員：吉田詩帆 
（九州ルーテル学院大学 YMCA４年・しほ） 
 

副委員長：堀江俊佑 
（関西学院大学 YMCA3年・はにゅう） 
 

交流担当委員：田村優衣 
（中央大学 YMCA3年・ゆい） 
 



 

☆参加費☆ 22,000 円 (3 泊 4 日、宿泊、食事、資料代込) 

※本プログラムはワイズメンズクラブ国際協会東西日本区、全国学生YMCA賛助会よりご支援いただいています。 

☆部分参加も可能です。2 泊 3 日 17,000 円、1 泊 2 日 15,000 円(いずれも学生・ドミトリー式の場合)  

☆学生以外の方は、宿泊室のタイプに応じて料金が異なります。参加者確定後、事務局より個別にご連絡いたします  

☆学生YMCAのメンバーで遠隔地からの学生参加者には、交通費の補助があります。申込の際に、申込確定画面から 

 交通費補助のアンケート(グーグルフォーム)にご協力ください。 

☆各部屋は、原則 6〜8 人ドミトリータイプの部屋(男女別)です。 

 

☆アクセス方法☆ 
会場:公益財団法人 日本 YMCA同盟  

   国際青少年センター東山荘(右地図参照) 

住所:〒421-0024 静岡県御殿場市東山荘 1052 

TEL:0550-83-1133 

HP: http://www.ymcajapan.org/tozanso/ 

<新幹線>三島駅➡御殿場駅(JR 御殿場線)➡タクシー➡東山荘(およそ 1時間半程度) 

<高速バス>東京駅または新宿駅➡御殿場インター➡タクシー➡東山荘(およそ 2 時間程度) 

 

☆申し込み方法☆ 

下記の手続きをよく読み、『e-YMCA プログラム予約サイト』にてお申し込みください。 
1)日本 YMCA 同盟ホームページ(http://www.ymcajapan.org/)より、 
「最新情報」➜「学生 YMCA 夏期ゼミナール参加者募集」 
ページ下部の「■インターネット受付へ■」をクリックしてください。 
※直接 http://e-ymca.appspot.com/japan/index を打ち込むか、 
「日本 YMCA 同盟」「e-YMCA プログラム予約」で検索もできます。QR コードはこちら 
2)『e-YMCA プログラム予約サイト』にログインし、「プログラム検索」から、  
ご希望に合わせてお申し込みください。 
※予約申し込みのためには、会員登録が必要です。登録がまだの場合は、  
 画面右上の「新規会員登録」より、会員登録をお願いします。  
※会員番号・パスワードを忘れた場合は、事務局までお問い合わせください。 
3)予約申し込み完了後、画面に従いご希望のメールアドレス宛てに、申込み内容を送信・保管してください 
   
 

 

お問い合わせ 
公益財団法人日本 YMCA同盟 
ブランディング推進協力部 学生 YMCA 
 担当：伊藤剛士 横山由利亜 
TEL：03-5367-6640  
E-mail：ito@ymcajapan.org(伊藤) 

   WEB申込み期間 
7月 20日（木）9：00 
～8月 21日（月）21：00 

申し込みはコチラから！お待ちしています！ 

礼拝担当委員：青山夏樹 
（京都大学 YMCA3年・なっちゃん） 
 

mailto:ito@ymcajapan.org
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